
２年 社会科 「グッドタウン！Second～『理想のまちマップ』をつくろう～」 
 

１．本校で重点的に育成したい資質・能力と本単元との関わり 

課題発見・解決力    対話力    学びに向かう意欲 

 

２．取組の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．取組の成果〇と課題●及び改善案 

本単元のゴール 「三次市を『理想のまち』にするためのマップをつくる。」 

カリキュラムマネジメントを意識した授業づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒指導の三機能を基盤とした授業づくり                     学びの「個別最適化」のための ICT活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資質・能力を振り返るルーブリック 

○全ての生徒がグループの中で役割をもち，主体的かつ意欲的に協働して学習に取り組む姿が見られた。 

○事後に実施した「地形図の読み取り」の評価問題では，全体の正答率が約９５％であった。特に，地図記号に関する問題の正答率が高

く，本単元における学習内容の定着を生徒自身に実感させることができた。 

●地理的な知識・技能を十分に習得することができていない段階で本単元を実施したため、生徒がマップの実現可能性を検討するうえ

で，「地理的な見方考え方」を働かせることが難しかった。そのため，総合的な学習の時間における取組との区別が付きにくかった。 

改善案 社会科としての目標をより明確にしたうえで，本単元を地理的分野の学習のまとめとして行う。 

自己決定 
共感的人間関係 

本単元の学習の流れ 

 

１．三次の魅力・変化・課題を 

みつけよう 

【課題の設定，情報の収集】 

２．マップをつくってみよう 

【情報の整理・分析，創造・表現】 

３．マップの内容が実現可能か

検討しよう 

【情報の整理・分析，情報の選択】 

４．マップを改良しよう 

【情報の選択，創造・表現】 

５．マップを披露しよう 

【表現，振り返り・まとめ】 

自己存在感 

調べる 確かめる 比較する 

(活用の例) 

地図アプリを活用して,地形図だけ

では読み取ることが難しい現地の

様子を確かめる。 

（単元のまとめにおける生徒の振り返り例） 
地形や周りの環境のことを考えながらつくるのは大変だったけど，班のみんな

で色々話し合って，納得のいく「理想のまちマップ」ができたので楽しかった。 


